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国
家
公
務
員
共
済
年
金
の
職
域
加
算
部
分
に
関
す
る
質
問
主
意
書

元
来
国
家
公
務
員
に
関
す
る
労
働
基
本
権
の
制
約
等
身
分
上
の
制
約
は
、
人
事
院
に
よ
る
民
間
の
企
業
調
査
に
基
づ
く
給
与

決
定
の
仕
組
み
に
よ
り
代
替
さ
れ
て
お
り
、
民
間
に
は
存
在
し
な
い
共
済
年
金
の
職
域
加
算
は
、
官
民
の
不
公
平
感
を
増
長
さ

せ
、
又
、
国
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
是
正
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
の
私
の
質
問
に
対
し
、
平
成
十
八
年
三
月
九
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、
竹
中
元
総
務
大
臣
は
「
国
家
公

務
員
共
済
年
金
の
職
域
加
算
部
分
と
い
う
の
は
、
公
的
年
金
の
中
で
公
務
の
能
率
的
運
営
に
資
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
家

公
務
員
に
様
々
な
身
分
上
の
制
約
が
課
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
兼
業
禁
止
と
か
再
就
職
の
制
約
と
か
、
そ
う

い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
給
付
水
準
は
民
間
企
業
の
退
職
金
と
し
て
の
企
業
年
金
の
支
給
水
準
と
の
関
係
で
設
定
し

て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
理
解
を
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
さ
れ
て
、
職
域
加
算
の
維
持
を
主
張
し
た
。

一
方
、
本
年
十
一
月
十
八
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
、
私
が
「
政
権
が
か
わ
っ
た
か
ら
竹
中
大
臣
の
答
弁
は
引
き
継
が
な

い
」
の
か
と
確
認
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
原
口
総
務
大
臣
は
「
竹
中
大
臣
で
引
き
継
い
で
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
答
弁
さ
れ
た
。

右
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

原
口
総
務
大
臣
が
竹
中
元
総
務
大
臣
の
答
弁
を
引
き
継
が
な
い
と
な
る
と
、
国
家
公
務
員
共
済
年
金
の
職
域
加
算
部
分
を

支
払
う
法
的
根
拠
が
な
く
な
る
が
、
い
つ
支
給
を
や
め
る
の
か
。

二

や
め
る
ま
で
は
支
給
し
続
け
る
と
す
る
と
、
ど
う
い
う
法
的
根
拠
で
支
給
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


